
開幕迫る ＪＡＴＡ国際観光フォーラム・旅博　
２０～２３日東京ビッグサイト

業
界
日
の「
ジ
ャ
タ
フ
ェ
ス
タ
」

人
脈
を
つ
か
む
場
に

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
旅
博
の
出
展

過
去
最
高
１０８９
小
間
に

被災地支援　会場に秋田、福島

ＫＮＴ東北

全
社
員
が
泊
ま
り
込
み
研
修

東
北
の
地
域
知
り
販
売
拡
大
へ

道
北
の
鉄
路
跡
を
巡
る

ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
の
鉄
道
フ
ァ
ン
企
画

７月分

総取扱額

６
％
増
の
２８６９
億
円
に

１０
年
度
比
で
は
２
％
減
少

ＪＴＢ、活動の範囲を拡大

「観光地クリーンアップ」改称

「地域いきいきプロジェクト」に

機
体
デ
ザ
イ
ン
を
募
集

Ａ
Ｎ
Ａ
、創
立
６０
周
年
記
念
で

会社名 国内旅行 海外旅行 外国人旅行 その他 総取扱額 ４月からの累計
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７月の販売概況

※ジェイティービー欄はグループ全体の実績

ジェイティービー

日本旅行

近畿日本ツーリスト

トップツアー

東武トラベル

名鉄観光サービス

京王観光

農協観光

読売旅行

西鉄旅行

日本通運

合　　　　計

阪急交通社

クラブツーリズム

今
年
も
多
彩
な
セ
ミ
ナ
欟
を

　
欹
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
国
際
観
光
フ
櫻

欟
ラ
ム
・
旅
博
飮
が
欷
炳
殳
烋

日
に
東
京
ビ
蘖
グ
サ
イ
ト
で
開

催
さ
れ
る
盜

　
業
界
日
で
あ
る
炮
日
歉
金
歐

は
欷
旅
行
業
界
関
係
者
は
無
料

で
来
場
が
可
能
だ
盜
毎
年
欷
旅

行
業
界
関
係
者
を
対
象
に
豪
華

な
講
師
陣
を
迎
え
欷
日
頃
の
業

務
に
す
ぐ
に
役
立
つ
旅
行
業
界

の
旬
な
情
報
を
発
信
す
る
欹
業

界
日
セ
ミ
ナ
欟
飮
を
実
施
盜
今

年
は
欷
海
外
旅
行
関
連
の
セ
ミ

ナ
欟
の
み
な
ら
ず
欷
国
内
旅
行

関
連
欷
苦
情
対
応
欷
Ｉ
Ｔ
関
連
欷

人
材
育
成
欷
バ
リ
ア
フ
リ
欟
関

連
欷
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
欷

パ
ブ
リ
シ
テ
檪
活
動
な
ど
に
関

す
る
セ
ミ
ナ
欟
や
欷
昨
年
大
変

好
評
だ
檸
た
欷
鉄
道
写
真
家
に

よ
る
セ
ミ
ナ
欟
な
ど
バ
ラ
エ
テ

檪
あ
ふ
れ
る
セ
ミ
ナ
欟
を
取
り

そ
ろ
え
て
い
る
盜

　
今
年
の
新
し
い
試
み
の
１
つ

と
し
て
欷
午
後
６
時
か
ら
８
時

ま
で
旅
行
業
界
関
係
者
欷
出
展

者
を
対
象
に
し
た
ネ
蘖
ト
ワ
欟

キ
ン
グ
タ
イ
ム
欹
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
　

Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
歉
ジ
櫺
タ
フ
櫪
ス

タ
歐
飮
を
開
催
す
る
盜
ジ
櫺
タ

フ
櫪
ス
タ
は
旅
博
業
界
日
の
来

場
促
進
欷
旅
行
会
社
関
係
者
の

親
交
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
に

よ
る
パ
欟
ト
ナ
欟
シ
蘖
プ
の
構

築
欷
そ
し
て
旅
博
参
加
バ
リ
欒

欟
の
向
上
を
目
的
と
し
て
い

る
盜

　
入
場
時
の
１
ド
リ
ン
ク
欷
１

フ
欟
ド
は
無
料
と
し
欷
多
岐
に

わ
た
る
世
界
の
料
理
を
飲
食
出

展
者
の
協
力
で
提
供
す
る
盜
大

道
芸
や
ネ
イ
ル
サ
欟
ビ
ス
欷
占

い
コ
欟
ナ
欟
欷
Ｄ
Ｊ
に
よ
る
音

楽
パ
フ
櫻
欟
マ
ン
ス
欷
さ
ら
に

豪
華
賞
品
が
そ
の
場
で
当
た
る

企
画
な
ど
欷
フ
櫪
ス
テ
檪
バ
ル

に
ふ
さ
わ
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
欖

ン
を
多
数
用
意
盜
各
社
の
代
表

や
役
員
か
ら
若
手
社
員
ま
で
カ

ジ
欒
ア
ル
に
楽
し
め
欷
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
る
盜

　
毎
年
好
評
の
出
展
者
に
よ
る

小
間
内
レ
セ
プ
シ
欖
ン
も
同
時

に
開
催
す
る
盜

　
最
新
情
報
や
豊
富
な
素
材
満

載
の
業
界
日
盜
旅
行
業
界
関
係

者
は
必
見
だ
盜

　
業
界
日
の
入
場
欷
ま
た
セ
ミ

ナ
欟
の
事
前
申
し
込
み
は
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
国
際
観
光
フ
櫻
欟
ラ
ム
・

旅
博
オ
ン
ラ
イ
ン
歉http://w

w
w

.jata-jts.jp/

歐
で
受
け
付

け
中
盜

（３） 第２６７２号第３種郵便物認可２０１２年（平成２４年）９月８日（土曜日）

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
個
人

旅
行
事
業
部
門
の
分
科
会

同
プ
ロ
ジ
櫪
ク
ト
の
ロ
ゴ

　
近
畿
日
本
ツ
欟
リ
ス
ト
東
北
歉
Ｋ
Ｎ
Ｔ
東
北
歐
が
８
月

焙
日
か
ら
９
月
１
日
ま
で
欷
初
め
て
全
社
員
を
対
象
と
し

た
研
修
会
欹
デ
ス
テ
檪
ネ
欟
シ
欖
ン
研
究
会
飮
を
開
催
し

た
盜
旅
行
会
社
が
全
社
員
を
集
め
て
泊
ま
り
込
み
で
研
修

を
行
う
こ
と
は
珍
し
い
盜
野
崎
佳
政
社
長
は
欹
東
北
の
地

域
会
社
と
し
て
地
域
を
知
る
こ
と
欷
域
内
販
売
の
重
要
性

を
感
じ
る
こ
と
欷
普
段
会
う
こ
と
の
な
い
仲
間
の
顔
を
知

る
こ
と
が
目
的
飮
と
説
明
す
る
盜

全
旅
協
大
阪
が

事
務
所
を
移
転

　
全
国
旅
行
業
協
会
大
阪
府

支
部
歉
永
野
末
光
支
部
歐
と

オ
欟
サ
カ
・
ゼ
ン
リ
欖
歉
吉

村
実
代
表
取
締
役
歐
は
欷
移

転
し
欷
烝
日
か
ら
新
事
務
所

で
営
業
を
開
始
す
る
盜

　
新
住
所
は
〒
５
５
６
｜
０

０
１
７
大
阪
市
浪
速
区
湊
町

１
｜
４
｜
１
大
阪
シ
テ
檪
エ

ア
タ
欟
ミ
ナ
ル歉
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｔ
歐

ビ
ル
４
階
盜
甘
は
０
６
・
６

６
４
１
・
８
０
０
８
欷
フ
櫟

ク
ス
は
同
６
６
４
３
・
８
１

１
８
で
欷
共
に
変
更
な
し
盜

　
対
象
は
欷
一
部
の
管
理
職

や
期
間
中
に
業
務
を
離
れ
ら

れ
な
い
社
員
欷
別
日
程
で
研

修
を
受
け
る
教
育
旅
行
担
当

者
を
除
く
全
社
員
盜
１
泊
２

日
の
日
程
で
欷
前
半
が
秋
田

県
男
鹿
温
泉
欷
後
半
が
福
島

県
会
津
で
開
催
欷
そ
れ
ぞ
れ

牆
人
近
い
社
員
が
参
加
し

た
盜
欹
震
災
の
影
響
で
落
ち

込
み
が
大
き
か
檸
た
秋
田
と

福
島
を
会
場
に
選
ん
だ
飮

歉
東
北
仕
入
販
売
セ
ン
タ
欟

の
岡
田
裕
明
所
長
歐
と
い
う
盜

　
煕
日
の
福
島
研
修
初
日

は
欷
ま
ず
欹
地
域
を
知
る
飮

を
目
的
に
会
津
藩
校
欹
日
新

館
飮歉
会
津
若
松
市
歐
を
見
学
盜

初
め
て
来
た
社
員
も
多
く
欷

珍
し
い
展
示
物
に
興
味
深
く

見
入
檸
て
い
た
盜
さ
ら
に
欷

同
市
八
重
の
桜
プ
ロ
ジ
櫪
ク

ト
対
策
室
長
の
江
川
忠
氏
が

来
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

を
生
か
し
た
誘
客
策
に
つ
い

て
講
演
盜
県
観
光
物
産
交
流

協
会
教
育
旅
行
担
当
の
関
根

文
恵
氏
が
福
島
県
の
観
光
の

現
状
に
つ
い
て
解
説
し
た
盜

　
そ
の
後
欷
標
高
１
千
陰
を

超
え
る
山
中
に
あ
る
欹
森
の

旅
亭
マ
ウ
ン
ト
磐
梯
飮
歉
猪

苗
代
町
歐
に
場
所
を
移
し
欷

個
人
部
門
欷
団
体
部
門
に
分

か
れ
て
分
科
会
を
開
催
盜

　
社
員
ら
は
欷欹
フ
ル
欟
ツ
飮

欹
歴
史
飮欹
グ
ル
メ
飮
な
ど
福
島

の
魅
力
を
挙
げ
る
一
方
で
欷

福
島
の
現
状
に
つ
い
て
客
か

ら
の
質
問
に
答
え
ら
れ
る
か

自
問
盜
旅
行
会
社
社
員
と
し

て
正
確
な
情
報
把
握
が
必
要

な
こ
と
を
再
確
認
し
た
盜

　
さ
ら
に
欷
こ
れ
か
ら
の
福

島
に
必
要
な
商
品
に
つ
い
て

検
討
に
入
り
欷
欹
忘
年
会
や

同
窓
会
プ
ラ
ン
を
重
点
と
す

る
飮
欹
旅
館
に
絵
は
が
き
を

置
き
投
函
し
て
も
ら
う
こ
と

が
歡
安
全
宣
言
歸
に
な
る
飮

欹
豊
か
な
自
然
を
活
用
し
た

ハ
イ
キ
ン
グ
プ
ラ
ン
を
増
や

す
飮
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
が
出

さ
れ
た
盜

　
９
月
１
日
は
前
日
と
は
異

な
り
欷
野
外
で
の
体
験
活
動
盜

五
色
沼
散
策
や
観
光
果
樹
園

で
の
収
穫
作
業
な
ど
欷
体
を

動
か
し
て
福
島
の
自
然
を
体

感
し
た
盜

　
野
崎
社
長
は欹
店
頭
販
売
欷

商
品
企
画
欷
仕
入
れ
な
ど
欷

業
務
の
異
な
る
社
員
同
士
が

意
見
を
交
換
す
る
こ
と
が
重

要
盜
自
分
の
意
見
が
商
品
造

成
に
反
映
さ
れ
た
ら
欷
そ
の

社
員
の
商
品
へ
の
思
い
入
れ

は
こ
れ
ま
で
と
は
違
檸
て
く

る
飮
と
研
修
の
意
義
を
強
調
盜

研
修
で
生
ま
れ
た
ア
イ
デ
ア

を
基
に
企
画
商
品
を
作
る
方

針
を
明
ら
か
に
し
た
盜

　
同
社
は
研
究
会
を
来
年
以

降
も
続
け
る
方
針
盜
野
崎
社

長
は
欹
３
年
で
東
北
全
県
を

回
る
こ
と
に
な
る
盜
自
分
の

目
で
見
て
リ
ア
ル
体
験
を
す

る
こ
と
に
よ
檸
て
欷
具
体
的

な
企
画
を
作
り
欷
ネ
蘖
ト
に

対
抗
す
る
総
合
旅
行
会
社
と

し
て
欷
お
客
さ
ま
に
正
確
な

情
報
を
お
伝
え
で
き
る
飮
と

話
し
て
い
る
盜

欹
お
お
い
た
豊
飮

キ
櫺
ン
ペ
欟
ン

Ｊ
Ｒ
九
州

　
Ｊ
Ｒ
九
州
は
瀾
月
１
日
か

ら
来
年
３
月
煕
日
ま
で
欹
お

お
い
た
豊
歉
ゆ
た
か
歐
再
発

見
キ
櫺
ン
ペ
欟
ン
飮
を
開
催

す
る
盜
大
分
は
か
つ
て
豊

歉
と
よ
歐
の
国
と
呼
ば
れ
た

こ
と
も
あ
り
欷
大
分
県
の
誇

る欹
湯
飮欹
食
飮欹
ま
ち
飮欹
自
然
飮

欹
歴
史
飮欹
人
飮欹
体
験
飮
の
７
つ

の
観
光
素
材
を
欹
豊
飮
を
キ

欟
ワ
欟
ド
に
紹
介
す
る
盜

　
欹
湯
飮
は
別
府
八
湯
欷
由

布
院
欷
日
田
欷
天
e
瀬
欷
長

湯
欷
九
重
の
各
温
泉
盜欹
食
飮

は
関
ア
ジ
欷
関
サ
バ
欷
ふ
ぐ
欷

豊
後
牛
欷
地
鶏
な
ど
盜
欹
ま

ち
飮
は
ま
ち
歩
き
観
光
と
し

て
欷
別
府
路
地
裏
散
策
欷
豆

田
町
散
策
を
紹
介
盜

　
欹
自
然
飮
は
耶
馬
溪
欷
田

染
荘
欷
原
尻
の
滝
欷
久
住
高

原
な
ど
盜
欹
歴
史
飮
は
宇
佐

神
宮
欷
富
貴
寺
欷
六
郷
満
山

文
化
な
ど
盜
欹
人
飮
は
大
分

ゆ
か
り
の
人
物
で
あ
る
福
沢

諭
吉
欷
瀧
廉
太
郎
な
ど
盜

欹
体
験
飮
で
は
箸
屋
一
膳

歉
箸
作
り
歐
欷
祥
納
蘊
窯

歉
絵
付
け
歐
欷
イ
ル
カ
島

歉
イ
ル
カ
と
の
ふ
れ
あ
い
歐

な
ど
を
取
り
上
げ
た
盜

　
キ
櫺
ン
ペ
欟
ン
中
は
欷
各

駅
を
起
点
と
し
て
着
地
型
オ

プ
シ
欖
ン
プ
ラ
ン
欹
駅
か
ら

始
ま
る
ミ
ニ
ツ
ア
欟
飮
を
実

施
盜
地
元
の
ガ
イ
ド
の
案
内

に
ま
ち
あ
る
き
プ
ラ
ン
で
燧

コ
欟
ス
を
設
定
し
た
盜

　
県
主
催
の
欹
ま
ち
あ
る
き

観
光
列
車
飮
も
欷
瀾
殳
灑
月

に
瀾
コ
欟
ス
が
運
転
さ
れ

る
盜
ま
ち
あ
る
き
観
光
列
車

は
欷
路
線
の
各
駅
に
途
中
下

車
し
な
が
ら
欷
ま
ち
あ
る
き

観
光
を
楽
し
む
観
光
列
車
と

な
檸
て
い
る
盜

東
京
の
公
園
歩
き

東
北
復
興
を
支
援

京
浜
急
行

　
京
浜
急
行
は
烋
日
欷
東
北

復
興
支
援
の
チ
櫺
リ
テ
檪
欟

を
目
的
と
し
た
ウ
オ
欟
ク
イ

ベ
ン
ト
を
初
め
て
開
催
す

る
盜
東
京
の
運
河
や
川
沿
い

の
公
園
を
歩
き
欷
自
然
を
楽

し
み
な
が
ら
約
８
・
７
羽
欷

歩
行
時
間
約
２
時
間
熄
分
の

ウ
オ
欟
キ
ン
グ
を
楽
し
む
盜

参
加
費
は
無
料
盜
参
加
者
１

人
あ
た
り
２
０
０
円
を
京
急

が
東
北
復
興
支
援
金
と
し
て

寄
付
す
る
盜

　
京
急
線
新
馬
場
駅
を
ス
タ

欟
ト
し
欷
自
然
豊
か
な
東
品

川
海
上
公
園
や
大
井
ふ
頭
緑

道
公
園
欷
大
井
ふ
頭
中
央
海

浜
公
園
欷
し
な
が
わ
区
民
公

園
を
歩
き
欷
複
合
型
レ
ジ
櫺

欟
施
設
の
Ｂ
Ｉ
Ｇ
　
Ｆ
Ｕ
Ｎ

平
和
島
に
ゴ
欟
ル
す
る
盜

　
ゴ
欟
ル
先
で
は
欹
東
北
復

興
支
援
チ
櫺
リ
テ
檪
欟
イ
ベ

ン
ト
水
と
音
楽
の
祭
典
ｉ
ｎ

ボ
欟
ト
レ
欟
ス
平
和
島
飮
を

開
催
し
て
お
り
欷
ボ
欟
ト
レ

欟
ス
場
で
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
欟
ド

の
試
乗
会
や
ボ
欟
ト
レ
欟
ス

ゲ
欟
ム
欷
地
元
ア
マ
チ
欒
ア

バ
ン
ド
の
ラ
イ
ブ
や
楽
器
作

り
の
ワ
欟
ク
シ
欖
蘖
プ
な
ど

を
楽
し
め
る
盜

　
灑
月
に
創
立
爛
周
年
を
迎

え
る
Ａ
Ｎ
Ａ
は
欷
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
機
体
デ
ザ
イ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
す

る
盜
１
９
５
２
年
欷
２
機
の

ヘ
リ
コ
プ
タ
欟
か
ら
出
発
し

た
Ａ
Ｎ
Ａ
が
年
間
旅
客
数
４

５
０
０
万
人
を
超
え
る
世
界

屈
指
の
航
空
会
社
に
成
長
で

き
た
こ
と
に
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て
企
画
し
た
盜

　
応
募
資
格
は
プ
ロ
欷
ア
マ

問
わ
な
い
盜
灑
歳
以
下
欷
灣

殳
炬
歳
欷
炸
歳
以
上
の
各
部

門
で
入
賞
作
品
を
選
出
し
欷

投
票
形
式
で
大
賞
１
作
品
を

選
ぶ
盜
大
賞
受
賞
作
品
は
ボ

欟
イ
ン
グ
７
６
７
¥
３
０
０

型
機
に
ペ
イ
ン
ト
さ
れ
欷
灑

月
１
日
の
発
表
会
で
披
露
さ

れ
る
盜

　
欹
あ
え
て
中
型
機
の
ボ
欟

イ
ン
グ
７
６
７
型
に
ペ
イ
ン

ト
す
る
こ
と
に
よ
り
欷
国
内

の
多
く
の
空
港
に
発
着
で
き

る
よ
う
に
し
た
飮歉
広
報
室
歐盜

同
機
体
は
来
年
２
月
中
旬
か

ら
約
２
年
間
欷
国
内
を
運
航

す
る
盜

　
Ａ
Ｎ
Ａ
は
１
９
９
２
年
に

も
欷
乗
客
数
累
計
５
億
人
突

破
を
記
念
し
て
欷
一
般
か
ら

機
体
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し

た
盜
大
賞
作
を
ペ
イ
ン
ト
し

た
欹
マ
リ
ン
ジ
櫺
ン
ボ
飮
は

大
き
な
話
題
と
な
り
欷
ス
ペ

シ
櫺
ル
マ
欟
キ
ン
グ
機
の
先

駆
け
と
な
檸
た
盜

岩
国
線
ダ
イ
ヤ
発
表

Ａ
Ｎ
Ａ

　
Ａ
Ｎ
Ａ
は
こ
の
ほ
ど
欷
灑

月
灣
日
に
開
港
す
る
岩
国
空

港
歉
愛
称
・
岩
国
錦
帯
橋
空

港
歐
の
ダ
イ
ヤ
を
発
表
し
た
盜

同
空
港
は
米
軍
岩
国
基
地
の

滑
走
路
を
使
う
軍
民
共
用
空

港
で
欷
設
置
管
理
者
は
米
軍
盜

民
間
航
空
の
再
開
は
燉
年
ぶ

り
盜
Ａ
Ｎ
Ａ
は
羽
田
¥
岩
国

線
を
１
日
４
往
復
便
就
航
す

る
盜
国
土
交
通
省
に
よ
る
と
欷

岩
国
空
港
は
年
間
で
煌
万
人

が
利
用
す
る
見
込
み
盜

　
ダ
イ
ヤ
は
羽
田
発
が
９
時

炒
分
欷
灣
時
炳
分
欷
炒
時
熹

分
欷
炸
時
熄
分
盜
岩
国
発
が

７
時
煥
分
欷
瀲
時
煥
分
欷
炒

時
熄
分
欷
炬
時
瀁
分
盜
運
賃

は
通
常
期
往
復
運
賃
片
道
分

が
２
万
７
２
０
０
円
盜
旅
割

を
使
用
し
た
場
合
歉
灑
月
灣

殳
焜
日
歐
欷
８
千
円
か
ら
１

万
９
５
０
０
円
盜

　
岩
国
空
港
は
欷
山
陽
本
線
欷

岩
徳
線
が
交
わ
る
Ｊ
Ｒ
岩
国

駅
か
ら
車
で
７
分
の
好
立
地

に
あ
り
欷
観
光
ス
ポ
蘖
ト
の

宮
島
へ
は
広
島
空
港
よ
り
近

く
な
る
盜
国
交
省
は
岩
国
空

港
の
開
港
で
広
島
空
港
の
東

京
線
の
利
用
者
は
烱
万
人

歉
７
・
６
％
歐
減
る
と
見
る
盜

　
ま
た
Ａ
Ｎ
Ａ
は
欷
来
年
３

月
７
日
に
予
定
し
て
い
る
新

石
垣
空
港
開
港
に
向
け
て
欷

瀾
月
焜
日
か
ら
石
垣
¥
関

西
欷
宮
古
線
欷
来
年
１
月
８

日
か
ら
石
垣
¥
中
部
線
の
３

路
線
を
再
開
し
欷
石
垣
発
着

路
線
の
拡
充
を
図
る
盜

　
ト
蘖
プ
ツ
ア
欟
は
欷
か
つ

て
存
在
し
た
鉄
道
の
鉄
路
跡

や
未
完
成
の
区
間
を
巡
る

欹
道
北
の
失
わ
れ
た
鉄
道
路

線
を
た
ど
る
旅
飮
を
販
売
し

て
い
る
盜
商
品
企
画
に
は
国

内
旅
行
部
だ
け
で
は
な
く
欷

内
勤
や
営
業
な
ど
社
内
の
鉄

道
フ
櫟
ン
が
部
署
の
垣
根
を

越
え
て
集
ま
り
欷
担
当
し
た
盜

　
企
画
に
携
わ
檸
た
の
は
欷

国
内
旅
行
部
の
大
野
政
道
Ｊ

Ｒ
担
当
課
長
の
ほ
か
欷
経
営

企
画
部
や
業
務
セ
ン
タ
欟
欷

教
育
旅
行
担
当
な
ど
６
人
盜

全
員
欷
趣
味
は
欹
乗
り
鉄
飮

欹
撮
り
鉄
飮
と
い
檸
た
各
分

野
の
鉄
道
フ
櫟
ン
だ
盜

　
大
野
課
長
ら
は
欷
鉄
道
企

画
の
検
討
を
進
め
る
う
ち
欷

北
海
道
内
で
廃
止
に
な
檸
た

路
線
の
施
設
や
建
設
を
途
中

で
中
止
し
た
ま
ま
の
施
設
が

多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

改
め
て
認
識
し
た
盜
６
人
は

世
代
も
ほ
ぼ
同
じ
で
欷
国
鉄

民
営
化
の
前
後
に
道
内
を
鉄

道
で
回
檸
た
経
験
が
あ
る
盜

次
々
に
意
見
が
出
て
企
画
が

煮
詰
ま
檸
て
き
た
と
い
う
盜

　
で
き
あ
が
檸
た
商
品
は
欷

道
北
の
旧
美
幸
線
の
鉄
路
跡

を
走
る
ト
ロ
蘖
コ
乗
車
欷
国

鉄
Ｏ
Ｂ
の
講
演
欷
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ロ
欟
ド
に
転
用
さ
れ
た

旧
天
北
線
の
橋
な
ど
を
見
学

す
る
２
泊
３
日
の
コ
欟
ス
盜

硬
券
乗
車
票
な
ど
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
も
盛
り
込
ん
だ
盜
大
野

課
長
は
欹
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
鉄
道
フ
櫟
ン
が
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
檸
て
作
檸
た
商

品
飮
と
胸
を
張
る
盜

　
募
集
は
同
社
道
内
支
店
や

Ｊ
Ｒ
北
海
道
店
舗
の
ほ
か
欷

鉄
道
グ
蘖
ズ
を
販
売
す
る
フ

櫟
ン
向
け
店
舗
で
も
行
い
欷

フ
櫟
ン
の
横
の
つ
な
が
り
も

活
用
す
る
盜
大
野
課
長
は欹
今

回
の
ツ
ア
欟
が
う
ま
く
い
け

ば
欷
同
様
の
内
容
で
東
北
か

ら
九
州
ま
で
や
檸
て
み
た

い
飮
と
意
欲
を
示
し
て
い
る
盜

　
出
発
は
焜
日
盜
札
幌
発
着

２
人
１
室
で
１
人
３
万
８
千

円
欷
東
京
か
ら
は
航
空
券
な

ど
を
組
み
合
わ
せ
た
オ
プ
シ

欖
ナ
ル
プ
ラ
ン歉
同
３
万
円
歐

を
用
意
し
た
盜
瀾
日
ま
で
募

集
を
予
定
し
て
い
る
盜

　
日
本
旅
行
業
協
会
歉
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
欷
菊
間
潤
吾
会
長
歐
は
欷

炮
殳
烋
日
に
東
京
で
開
く

欹
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
旅
博
飮
の
出
展

が
昨
年
の
９
８
６
小
間
を
超

え
過
去
最
高
の
１
０
８
９
小

間
に
な
る
と
８
月
煕
日
の
定

例
記
者
会
見
で
発
表
し
た
盜

国
内
出
展
者
が
倍
増
し
た
こ

と
が
主
な
要
因
だ
盜

　
業
界
日
炮
日
の
商
談
会
に

ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
だ
け
で
な

く
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
加
え
た

こ
と
で
主
要
な
国
内
ホ
テ
ル

の
出
展
が
増
加
盜
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ

が
国
内
ゾ
欟
ン
の
拡
大
に
努

め
て
い
る
こ
と
も
あ
り
欷
国

内
出
展
者
は
昨
年
の
犇
小
間

か
ら
１
５
７
小
間
へ
と
大
き

く
増
え
た
盜

　
参
加
国
も
昨
年
の
１
４
４

カ
国
・
地
域
か
ら
１
５
２
カ

国
・
地
域
に
拡
大
盜
瀰
年
の

１
５
１
カ
国
・
地
域
を
上
回

檸
て
過
去
最
高
に
盜

　
菊
間
会
長
は
会
見
で
欹
盛

況
に
な
る
飮
と
話
し
た
盜

　
鉄
道
旅
客
協
会
が
３
日
発

表
し
た
主
要
旅
行
業
灣
社
の

７
月
の
旅
行
販

売
概
況
は
欷
総

取
扱
額
が
前
年

同
月
比
６
・
０

％
増
の
２
８
６

９
億
１
６
６
８

万
円
だ
檸
た
盜
内
訳
は
欷
国

内
旅
行
が
同
２
・
５
％
増
の

１
６
７
２
億
７
０
４
９
万

円
欷
海
外
旅
行
が
同
９
・
６

％
増
の
１
１
２
６
億
９
８
６

０
万
円
欷
外
国
人
旅
行
が
同

爿
・
２
％
増
の
燔
億
９
１
８

９
万
円
と
な
檸
た
盜

　
総
取
扱
額
が
前
年
同
月
と

比
べ
２
ケ
タ
の
伸
び
と
な
檸

た
の
は
欷
東
武
ト
ラ
ベ
ル
と

日
本
通
運
の
２
社
盜
前
年
同

月
よ
り
下
回
檸
た
の
は
１
社

だ
け
だ
檸
た
盜

　
分
野
別
で
は
欷
国
内
旅
行

は
前
年
同
月
を
上
回
檸
た
会

社
は
灣
社
中
８
社
だ
檸
た
盜

海
外
旅
行
は
同
灣
社
中
瀲

社
盜
外
国
人
旅
行
は
取
り
扱

い
灑
社
中
瀾
社
だ
檸
た
盜
そ

の
内
５
社
が
３
ケ
タ
増
と
な

檸
た
盜

　
総
取
扱
額
の
２
０
１
０
年

同
月
比
は
２
・
４
％
減
だ
檸

た
盜
灣
社
中
欷
総
取
扱
額
が

瀾
年
同
月
よ
り
増
加
し
た
の

は
欷
東
武
ト
ラ
ベ
ル
欷
名
鉄

観
光
サ
欟
ビ
ス
欷
西
鉄
旅
行
欷

阪
急
交
通
社
欷
ク
ラ
ブ
ツ
欟

リ
ズ
ム
の
５
社
盜

　
今
年
４
月
か
ら
の
累
計

は
欷
総
取
扱
額
が
前
年
同
期

比
炳
・
７
％
増
の
１
０
７
６

億
８
４
４

万

円
盜
瀾
年
同
期

比
は
０
・
９
％

増
だ
檸
た
盜
灣

社
中
欷
累
計
総

額
が
瀾
年
度
よ

り
増
加
し
た
の
は
欷
ジ
櫪
イ

テ
檪
欟
ビ
欟
欷
東
武
ト
ラ
ベ

ル
欷
名
鉄
観
光
サ
欟
ビ
ス
欷

阪
急
交
通
社
欷
ク
ラ
ブ
ツ
欟

リ
ズ
ム
の
５
社
盜

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
欷
観
光
地
の
清

掃
活
動
と
し
て
Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定

旅
館
ホ
テ
ル
連
盟
と
の
共
催

で
１
９
８
５
年
か
ら
始
ま
檸

た
欹
観
光
地
ク
リ
欟
ン
ア
蘖

プ
キ
櫺
ン
ペ
欟
ン
飮
を
欹
Ｊ

Ｔ
Ｂ
地
球
い
き
い
き
プ
ロ
ジ

櫪
ク
ト
飮
に
改
称
し
た
盜
近

年
は
環
境
保
護
活
動
や
歴
史

・
文
化
体
験
な
ど
を
加
え
欷

活
動
範
囲
が
広
が
檸
て
い
る

こ
と
か
ら
欷
欹
地
域
を
元
気

に
欷
人
を
笑
顔
に
飮
す
る
取

り
組
み
と
位
置
付
け
欷
Ｊ
Ｔ

Ｂ
創
立
１
０
０
周
年
を
機
に

改
め
る
こ
と
に
し
た
盜

　
観
光
地
ク
リ
欟
ン
ア
蘖
プ

キ
櫺
ン
ペ
欟
ン
は
当
初
欷
地

域
の
人
々
と
共
に
行
う
清
掃

活
動
が
中
心
だ
檸
た
盜
近
年

は
美
化
活
動
に
留
ま
ら
ず
欷

植
樹
・
花
植
え
欷
生
物
の
生

態
系
調
査
欷
稚
魚
放
流
な
ど

の
環
境
保
護
活
動
や
欷
地
域

の
歴
史
や
文
化
に
関
す
る
解

説
を
聞
く
体
験
な
ど
も
実

施
盜
欹
名
称
と
実
態
が
合
わ

な
く
な
檸
て
き
た
飮
歉
Ｊ
Ｔ

Ｂ
歐
盜

　
地
球
い
き
い
き
プ
ロ
ジ
櫪

ク
ト
と
し
て
今
後
欷
東
北
６

カ
所
の
森
や
川
の
清
掃
を
９

月
煥
日
欷瀾
月
灣
欷炳
日
に
欷

東
京
・
丸
の
内
の
環
境
生
態

系
調
査
を
瀲
月
烱
日
に
予
定

す
る
な
ど
全
国
各
地
で
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
展
開
す
る
盜

参
加
費
用
は
無
料
盜
来
年
以

降
は
活
動
の
場
を
海
外
に
も

広
げ
る
考
え
盜

　
こ
れ
ま
で
の
烽
年
間
で
延

べ
灣
万
人
以
上
が
参
加
盜瀾
欷

瀲
年
度
は
１
５
０
０
人
超
の

参
加
者
だ
檸
た
が
欷
今
年
度

は
２
千
人
を
目
標
と
し
て
い

る
盜


